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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 5 5 1 1 4 1 6 7 0 0 0 1
29 * 0 0 1 3 1 2 3 0 1 1 0 0 0 0
33 * 1 2 5 6 3 4 1 0 2 2 1 1 0 0
41 * 0 0 3 5 0 0 0 0 1 1 1 3 1 1
61 * 2 2 1 4 0 0 2 1 2 3 1 2 0 1
11 0 0 4 4 5 3 3 2 0 0 0 0 1 3 0
12 0 0 0 1 3 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
13 0 0 0 3 3 0 2 3 0 0 0 0 4 0 0
14 0 3 4 2 8 2 2 0 0 1 1 0 0 0 0
22 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
24 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
25 0 0 2 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
30 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
34 0 0 0 1 2 1 1 2 1 2 3 0 0 0 0
88 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

0 0 0 0 2
6 15 29 49 12 16 18 5 17 22 6 11 5 3

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 0 3 4 6 2 1 2 3 3 1 0 1
1 * 0 2 2 6 4 4 1 0 3 3 1 1 2 0
19 * 0 0 3 4 4 5 2 0 1 1 0 3 1 0
45 * 1 3 4 7 1 2 1 2 5 7 0 1 0 0
75 * 0 0 3 6 0 0 4 1 3 4 1 0 1 0
2 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
10 0 0 1 1 3 1 2 2 0 1 1 0 2 0 0
15 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
26 0 0 0 5 9 4 4 2 1 2 3 2 0 1 0
27 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
34 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
88 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0
56 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 1 1 2 2

3 9 19 40 18 23 17 6 21 27 9 9 5 1

戦評

88 65

敗チーム

大阪産業大学

田中　秀（立命館）

開始時間 17.40.00
会　　場 島津アリーナ
コ ー ト

勝ち点　３

男子 １部リーグ戦 勝チーム

記録 関西学生バスケットボール連盟

天理大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

試 合 日 2014.09.06
天理大学

勝ち点　０
試合ＮＯ 115
戦評
総括、先週の2連戦で悔しくも連敗し、悪い流れから抜け出したい大阪産業大学、2連戦で連勝し、流れに乗り続け
たい天理大学のどちらも譲れないゲームとなった。前半、どちらもプレッシャーのかかるディフェンスを仕掛けるが、速
攻やインサイドプレイ、ミドルシュートと確率の高いシュートを沈め、点を取り合う形となった。後半も前半と同様に、激し
い攻防が続き、両者譲らない展開となったが、第4ピリオドを天理大がものにし、天理大リーグ戦3連勝となった。
第1ピリオド、天理大#6サイモンが力強いインサイドで先制点を取ると、大産大#75伊東がゴール下で得点をし、試合
が動き始める。激しい攻防の中、大産大#19広倉が厳しい体勢からバスケットカウントをもらうと、天理大のファウルトラ
ブルもあり、大産大が有利な形でゲームが進んで行く。しかし、天理大はインサイドや#33瀬戸の3Pシュートで得点を
重ねると、両者一歩も譲らない展開となる。激しい攻防はピリオドが終わるまで続き、24-21大産大リードで第1ピリオド
終了。
第2ピリオド、天理大#11藤森がインターセプトからバスケットカウントをもらい、3点差を一気に詰める。両者ともミドル
シュートやインサイドなどバリエーションの多いオフェンスを見せるが、天理大がバックカットへのアシストなどで確率の
高いシュート沈めていくと、じわじわと点差が開いていく。しかしピリオド終盤、またもや天理大がファウルトラブルとなる
と、大産大はファウルをもらいフリースローで得点を取る。38-42で天理大リードで前半が終わる。
第3ピリオド、開始早々、大産大#45金が3Pシュートを決めると、前半に引き続き、両者ともペイントエリア内で確実に
点を重ねていく。プレッシャーのかかるディフェンスで両チームとも、ミスが目立つようになる。そのような状況の中、ど
ちらもシュートを沈めていくが、天理大#14川崎が2本3Pシュートを決める。52-58天理大リードで第3ピリオドを終える。
第4ピリオド、大産大#26宮武が速攻からレイアップを決め、ピリオドの先制点を取る。しかし天理大#61新里の3P
シュートや#6サイモンのバスケットカウントなどで大きくリードが生まれ始める。天理大#14川崎が1on1から3Pシュート、
#11藤森がインターセプトから速攻と連続得点をすると、天理大は波に乗り20点差となる。大産大は3Pシュートを沈め、
さらに、ディフェンスでプレッシャーをかけるなど健闘するものの、その点差は大きく、65-88天理大が勝利した。

主審 小畑　治 副審 高野　晃平

瀬戸 将軍 16 32
久保田 和貴 6 25

BS MIN

サイモン オジュワン 11 22
榎本 一輝 3 5

ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS ST

津野田 祥成 2 6
幡本 優生 6 9

新里 龍武 8 24
藤森 翔平 11 20

奥野 航平 2 6
田中 駿也 3 4

川崎 達朗 15 20
松本 匡平 2 2

池田 壮真 0 4
Team / Coach: 二杉　茂

梶井 涼矢 0 3
谷本 真琴 3 16

大阪産業大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 88 200
RATE 40.0% 59.2% 75.0%

小幡 雄大 8 29
広倉 武成 10 29

ST BS MIN

福原 康司 4 27

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

大塚 一樹 0 2
田中 広希 3 12

金 ミンジェ 12 28
伊東 瞬 6 25

宮武 和輝 14 25
佐々木 喬行 3 7

大畠 雅史 3 2
木全 洋介 0 1

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

RATE 33.3% 47.5% 78.3%

Team / Coach: 露口　亮太 -
合　　　計 65 200

坂本 涼 2 3
0 - -

藤井 祐 0 2
花田 英次 0 7


